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1 0 　 胎 児 腹 水 に て 呼 吸 障 害 を き た し た 一 例
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出生後に多量 の胎児腹水に より呼吸障害をきた

し
, 手術を施行 した症例 を経験 したの で報告する .

症例は 0 生 日の 男児 . 40 週 4 日, 3 48 4 g , 経腔分

娩 にて 出生 した . 腹部膨満高度で あり, 超音波検

査 にて多量 の 腹水を認めた為, 当院 N IC U に搬送

され た . 入院後, 呼吸状態の 悪化を認 め, 直ちに

挿管を行い , 胎便性腹膜炎を疑 い 緊急手術を施行

した . 手術所見で は腹水は 3 50 m l で性状 は黄色透

明で あ っ た . 腸 回転異常や 穿孔 は 認め なか っ た .

直腸 に は胎便を認 めた が, 回盲部か ら S 状結腸ま

で狭小化して い た ため , 回腸療 を造設 した . 病理

に提出した 虫垂 と回腸療に は正常神経節細胞を認

め た . 術後, 腹水は徐々 に減少 した . 月工門内圧検

査, 回腸療か らの 注腸造影で異常は認め ず, 生後

2 9 日に回腸療閉鎖術を施行 した . 胎児腹水は胎児

水腫 に伴うもの と, 伴わない場合があ る . 様々 な

原因が報告されて い るが, 本症例に関 して , 腹水

の原因は不明であ っ た .
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